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「生物多様性」を考える 

 

 

 

地球は約 46 億年前に誕生しました。原始の海の中で有機物から原始生命体

ができたのは約 40 億年前と考えられています。さまざまな環境の変化が起こ

り、適応できなかった種は絶滅する一方、新たな環境に適応して多くの種が生

まれ、現在の多様な生物とそのつながりをつくり上げてきました。 

この「生物多様性」が、さまざまな恵みを通して地球上の「いのち」と私た

ちの「暮らし」を支えています。 

豊かな水と肥沃な土壌に恵まれた土地では、コメをはじめとするさまざまな

農産物が生産されてきました。こうした農産物は、益虫や害虫などさまざまな

生物とのつながりの中で育ちます。クモは、農地の中で害虫を含む多くの虫を

食べることでいのちをつなぎ、農産物の生産を助けています。水田をはじめと

する農地には多様な生物がいて、私たちはその生物が関わる循環機能を利用し、

動植物を育みながら農産物を生産しています。  森林はキノコや山菜、木の実

など、海や川は魚介類など、日本人の食生活を支える貴重な食料の宝庫です。 

私たちは生物多様性の恵みを利用して暮らしています。私たちの生活が多く

のいのちの上に成り立っていることを自覚し、生物多様性を保全しつつ、持続

可能な利用がされるよう、日々の生活の中で配慮していくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性のめぐみ 

本県では多様な気候や風土に根ざした多彩な農

林水産業が営まれています 

■和食とお箸 

和食は日本人の伝統的な食文化としてユネスコ

無形文化遺産に登録されています。 

和食とは切り離せないお箸は神器として伝わっ

たとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■はくさい【白菜】 

温暖な瀬戸内式気候の産地で育つ白菜は、

丸々と育ち甘みがある。京阪神はもちろん、

関東や中京まで広く流通している。 

■しゅんぎく【春菊】 

消費地に近い神戸・阪神間での生産が盛

ん。 

■しいたけ【椎茸】 

主に北摂、播磨で盛

んに栽培されてい

る。春のしいたけは

身が締まってうまみ

があり、秋のしいた

けは香りがよい。 

■ねぎ【葱】 

特産の「岩津ね

ぎ」は日本三大

葱の一つに数

えられる。雪や

霜にあたるな

かで育つため

大変柔らかく

甘みがある。 

■こめ【米】 

コシヒカリ、ヒノ

ヒカリ、キヌヒカ

リの三ヒカリのう

るち米に加え、き

ぬむすめなどの食

味の良い品種が栽

培されている。 

■たまねぎ【玉葱】 

温暖な瀬戸内式気候の産

地で育つ「淡路島たまね

ぎ」は、他のたまねぎよ

り甘く、やわらかい。 

■ぎゅうにく【牛肉】 

但馬牛は霜降り部分が細かく、あっさりしているのが

特徴。但馬牛のブランドの一つである神戸ビーフは世

界的にも有名。 

■けいらん【鶏卵】 

飼料用米の給与など、個性や特

徴を活かしたブランド卵を生

産。主な生産地は播磨地域。 

■のり【海苔】 

「兵庫のり」は、寒風が吹く冷たい海と栄

養を与える速い潮の流れの中で育つため、

しっかりとした旨味が詰まり、色が黒くつ

やが良いのが特徴。 

■さかまい【酒米】 

酒米の王者といわれる「山田

錦」をはじめ多くの品種が生産

されている。酒米出荷量は全国

の３割を占める。 
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